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４
大
学
の
親
睦
を
深
め
研
究
を
推
進

　第
３
回
の
北
陸
４
大
学
合
同
研
究
会
は
午
後
７
時
、

開
幕
。
富
山
大
学
医
学
薬
学
研
究
部
眼
科
学
講
座
の
林

篤
志
教
授
が
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　「ご
来
場
の
皆
さ
ん
、
富
山
に
よ
う
こ
そ
。
北
陸
４

大
学
合
同
研
究
会
の
３
回
目
を
開
催
で
き
ま
し
た
の

も
、
福
井
大
学
の
稲
谷
先
生
、
金
沢
大
学
の
杉
山
先
生
、

金
沢
医
科
大
学
の
佐
々
木
先
生
の
ご
協
力
の

お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
研
究

会
は
４
大
学
の
医
局
会
の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　こ
れ
ま
で
は
、
各
大
学
が
ど
の
よ
う
な
研

究
を
行
っ
て
い
る
か
互
い
に
知
ら
な
い
と
い

う
状
況
で
し
た
が
、
大
学
が
協
調
す
る
こ
と

佐々木 洋杉山 和久林 篤志稲谷 大

金沢医科大学眼科学講座
主任教授

金沢大学医薬保健学域
医学系眼科学教授

富山大学医学薬学研究部
眼科学講座教授

福井大学医学部
眼科学教室教授

四
大
学
の
連
携
強
化
に

よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

研
究
の
進
展
を

北陸4大学
眼 科 合 同 研 究 会

第　 回3
第
３
回
北
陸
４
大
学
眼
科
合
同
研
究
会
が
本
年
５
月
26
日
、
富
山
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
テ
ラ
ス
富
山
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
は
、
富
山
大
学
、
金
沢
大
学
、
福
井

大
学
、
金
沢
医
科
大
学
の
眼
科
教
室
が
実
質
的
な
連
携
を
強
め
る
こ
と
で
、
研
究
の

活
性
化
や
地
域
医
療
の
拡
充
を
目
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
富
山
大
学
の
林
篤
志

教
授
が
世
話
人
を
務
め
、
若
手
医
師
の
研
究
発
表
と
親
睦
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。



で
お
互
い
の
研
究
に
つ
い
て
知
り
、
刺
激
を
受
け
合
う

こ
と
で
研
究
を
進
展
さ
せ
、
眼
科
医
療
の
発
展
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
研
究
会
発
足
の
狙
い
で
あ
り
ま
す
。
本

会
に
お
い
て
魅
力
あ
る
研
究
発
表
を
聞
き
、
若
い
先
生

方
に
質
問
を
し
て
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
折
角

お
越
し
い
た
だ
い
た
の
で
す
か
ら
実
り
多
き
会
に
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
」。

　研
究
発
表
は
２
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
、
第

１
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
金
沢
大
学
眼
科
学
教
室
の
杉
山
和

久
教
授
が
座
長
と
し
て
進
行
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　第
一
演
者
は
、
金
沢
医
科
大
学
病
院
の
三
田
哲
大
先

生
が
『
光
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
眼
内
レ
ン
ズ

挿
入
眼
の
全
距
離
視
力
測
定
の
試
み
』
を
、
第
２
演
者

は
福
井
大
学
の
三
宅
誠
司
先
生
が
『
網
膜
神
経
節
細
胞

の
細
胞
死
に
お
け
る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
と
軸
索
輸
送
障

害
と
の
関
係
』
を
講
演
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
発
表

に
対
し
て
富
山
大
学
の
宮
腰
晃
央
先
生
、
金
沢
大
学
の

阪
口
仁
一
先
生
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

来
年
、
福
井
で
は
よ
り
活
発
な
意
見
交
換
を

　第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
金
沢
医
科
大
学
眼
科
学
講
座

主
任
教
授
の
佐
々
木
洋
先
生
が
座
長
を
交
代
さ
れ
、
司

会
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
３
演
者
は
、
富
山
大
学
の

宮
腰
晃
央
先
生
が
『
富
山
大
学
発
・
治
療
法
を
め
ざ
し

て
』
を
、
第
４
・
５
演
者
は
金
沢
大
学
の
武
島
知
志
先

生
が
『
線
維
柱
帯
切
除
術
後
の
眼
血
流
』、
同
大
学
の

武
田
暢
生
先
生
が
『
角
膜
電
気
抵
抗
装
置
を
用
い
た
抗

緑
内
障
点
眼
薬
の
角
膜
へ
の
影
響
の
評
価
』
を
講
演
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
発
表
に
対
し
て
金
沢
医
科
大
学

の
柴
田
奈
央
子
先
生
、
福
井
大
学
の
有
村
尚
悟
先
生
、

富
山
大
学
の
大
塚
光
哉
先
生
が
質
問
し
ま
し
た
。
想
定

外
の
質
問
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
さ

ら
な
る
研
究
へ
の
意
欲
を
感
じ
ら
れ
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　研
究
発
表
の
締
め
く
く
り
に
、
福
井
大
学
医
学
部
眼

科
学
教
室
の
稲
谷
大
教
授
が
、
次
回
の
世
話
人
と
し
て

次
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
軽
装
と
い
う
ご
案
内
で
し
た
の
で
、
本
当
に
軽
装
で

来
て
し
ま
い
ま
し
た
（
会
場
笑
）。
こ
の
会
は
合
同
医

局
会
み
た
い
な
も
の
で
す
。
他
の
グ
ル
ー
プ
の
研
究
の

内
容
を
聞
く
と
、
自
分
た
ち
の
参
考
に
な
っ
た
り
、
若

い
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
で
き
た
り
、
と
今
後
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

個
人
的
に
は
、
他
大
学
の
若
い
先
生
の
お
名
前
が
な
か

な
か
覚
え
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
場
で
お
名

前
と
お
顔
が
一
致
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　次
回
は
来
年
６
月
１
日
、
福
井
県
で
開
催
い
た
し
ま

す
。
軽
装
可
で
す
の
で
、
本
当
に
軽
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
か
た
く
る
し
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
質
問
者

を
く
じ
で
ラ
ン
ダ
ム

に
選
ぼ
う
か
と
か
考

え
て
い
ま
す
。
本
日

は
皆
さ
ん
、
ご
苦
労

様
で
し
た
」。

　こ
の
あ
と
場
を
移

し
て
情
報
交
換
会
が

始
ま
り
、
参
加
者
一

同
は
親
睦
を
図
り
ま

し
た
。



光学シミュレーションによる眼内
レンズ挿入眼の全距離視力予測の試み
　手術手技および機器の進歩、術後屈折予測精度の向上、付加価値眼内レンズの登場に
ともない、白内障手術は屈折矯正手術としての側面が大きくなりつつある。術後視力に関
しても、矯正視力の向上ではなく、裸眼視力、さらには近方、中間、遠方における全距離
での良好な視力が求められるようになっている。多焦点IOLにより、眼鏡に依存しない生
活が可能になった患者では、単焦点IOL挿入の患者に比べ高い術後満足度が得られている。
　一方で単焦点IOLにおいても近方から遠方まで比較的良好な視力が得られ、裸眼で日常
生活を送る症例も存在し、そこには残余乱視、瞳孔径、高次収差、角膜多焦点性、左右の
屈折差など多くの因子が関与していると考えられている。
　演者らは生体計測から得られたデータをもとに日本人の眼球光学モデルを作成し、光学シミュレーションソフトを用いて
単焦点IOL挿入眼における全距離視力を、残余乱視や瞳孔径、高次収差を考慮したうえで予測し、術前にそれらの情報を
入力するだけで全距離裸眼視力が予測できるノモグラムの開発に取り組んでいる。臨床研究で乱視や瞳孔径などの因子別
に検討するには多数例が必要となり膨大なデータ収集が必要になるが、光学シミュレーションでは容易に様々な条件のデー
タを取得できる。データ解析は短時間である一方で、臨床例とどの程度マッチするかが不明であるため、可能な範囲で光
学シミュレーションと臨床データの比較も行いながら、シミュレーションの精度を検証している。
　今回は正視眼での残余乱視、瞳孔径別の全距離視力のシミュレーション結果について紹介したい。

演者

三田 哲大 先生
金沢医科大学

　ライブイメージングにより網膜神経節細胞におけるオートファジーの動態と細胞死の関
係を明らかにすること。
【対象と方法】
　生後3日齢のラット網膜より網膜神経節細胞（RGC）をTwo-step immunopanning 
法により単離し、１週間培養した後に使用した。オートファジーとRGCの細胞死との関
係を検討するためにLysoTracker で標識される酸性オルガネラの軸索輸送を指標とし
て、オートファジーのライブイメージングを行った。3秒ごと3分間のタイムラプス撮影を
行い、そのキモグラフを定量評価した。コルヒチンの添加前、および添加後6、24、72、
120時間経過後の酸性オルガネラの軸索輸送を観察した。RGCの生死判定にはEthidium 
homodimer-1（EthD-1）を使用した。
【結果】
　合計27個のRGCの酸性オルガネラ（n=363）の輸送特性は、順行性（1.38%）・逆行性（90.4%）・停止（7.99%）・
fl uttering（0.276%）であった。うち14個のRGCに軸索障害を誘導したところ、6時間後の輸送特性（n=236）は、順行
性（0.424%）・逆行性（2.97%）・停止（95.8%）・fl uttering（0.847%）となり、24時間後に全て停止した。72時間経過
後には71.4％のRGCの軸索の断片化や、細胞体の収縮および消失が認められた。120時間後には残りのRGCがEthD-1陽
性となった。13個の対象群では輸送動態に変化はなく、細胞死は0個だった。
【結論】
　軸索輸送障害によるオートファジーの機能低下が、RGCの細胞死の一因になると考えられた。

網膜神経節細胞の細胞死における
オートファジーと軸索輸送障害との関係

演者

三宅 誠司 先生
福井大学 

第 1 セッション 　座長：杉山 和久 先生（ 金沢大学 ）第 1 セッション 　座長：杉山 和久 先生（ 金沢大学 ）北陸4大学
眼 科 合 同 研 究 会

第　 回3　 回3　 回



　緑内障治療は長期にわたる点眼薬の使用が必要であり、点眼薬に含まれる防腐剤塩化ベ
ンザルコニウム（BAK）の角膜上皮への傷害性が問題となっています。角膜上皮への傷害
性は、臨床的にはフルオレセイン染色や自覚症状により評価されますが、角膜電気抵抗を
測定することで角膜バリア機能を評価する方法が開発されており、これまでにも多数報告
されてきました。とくに近年は、インピーダンスチェッカーとコンタクトレンズ型電極で構
成される簡易な装置を用い、生体において非侵襲的な方法で角膜電気抵抗を測定すること
が可能となり、臨床場面への応用も期待される状況となってきています。今回我々は、種々
の抗緑内障点眼薬や異なる濃度のBAK によるウサギ生体角膜への影響を、この装置を用
いて評価する研究をおこないました。防腐剤無しの点眼、低濃度のBAKでは角膜電気抵
抗への影響が少ないこと、BAK以外の点眼薬成分も角膜電気抵抗に関与しうることを明ら
かにしましたのでご報告いたします。実際の研究における苦労話や、臨床応用へ向けた今後の展望についても合わせてご紹
介できればと思いますので、活発な議論のほどよろしくお願いいたします。

① Tm mapping法による細菌性眼内炎起炎菌の迅速同定システムの確立
　眼内炎の原因検索にはmultiplex PCRが有用ですが、細菌の菌種までは同定できず培
養結果を待つしかありませんでした。我々は、敗血症起炎菌の迅速同定目的で開発され
たTm mapping 法を応用して、術後細菌性眼内炎の起炎菌を3.5時間以内に同定する
システムを開発しています。実際にこのシステムを用いて、術後細菌性眼内炎の起炎菌
を3.5時間以内に同定することができたので報告させていただきます。迅速な起炎菌同
定および早期・適切な抗生剤選択により、細菌性眼内炎の予後改善につながる可能性が
あると考えています。
② ハイパードライ羊膜を用いた難治性眼表面疾患の治療
　2014年4月より、難治性眼表面疾患に対する凍結ヒト羊膜移植が保険収載されまし
た。凍結ヒト羊膜は作成が容易ですが、細菌感染の可能性や冷凍保存（-80℃） の問題
があります。富山大学再生医学教室が開発したハイパードライ羊膜（HD羊膜） は真空・遠赤外線・マイクロ波を組み合
わせた滅菌化および冷蔵保存（-4℃）といった利点があります。現在我々は、再発翼状片をはじめとした難治性眼表面
疾患に対するHD羊膜の安全性および有効性を評価しているところです。現時点での成績や扱った印象をご紹介したい
と思います。

富山大学発の
診断・治療法の開発を目指して

演者

宮腰 晃央 先生
富山大学 

　緑内障のリスクファクターとして眼圧のみならず様々な因子が関与しており、中でも
眼血流の影響について昨今盛んに議論されています。レーザースペックルフローグラ
フィー（LSFG）は本邦発のデバイスですが、近年ではLSFGを用いた血流波形解析に
よって、種々の血流波形パラメータと年齢、性別、また高血圧をはじめとした全身疾患
との関連が報告されており、さらには幾つかの血流パラメータは緑内障初期から変化し、
網膜神経線維層厚や視野異常との相関を示すとされています。LSFGでの血流波形解析
は、1心拍内において血流の経時変化と波形の形態を捉えられるという点において有用
なツールですが、我々はこの波形解析を用いて線維柱帯切除術（TLE）後の眼血流変化
について明らかにするべく取り組んでいます。TLE後、視神経乳頭組織血流（MT）は
変化しないものの、同部位の1心拍内の血流変動は有意に低下し、またその血流変動低
下に対して種々の影響因子が存在することが分かりましたので報告いたします。
　ご質問やアドバイスなどよろしくお願い申し上げます。

線維柱帯切除術後の眼血流

演者

武島 知志 先生
金沢大学 

演者

武田 暢生 先生
金沢大学 

第 2 セッション 　座長：佐々木 洋 先生（ 金沢医科大学 ）第 2 セッション 　座長：佐々木 洋 先生（ 金沢医科大学 ）

角膜電気抵抗装置を用いた
抗緑内障点眼薬の角膜への影響の評価



F R E S H E R S 明日の眼科医を目指して日夜頑張っている
研修医のみなさんを紹介しています。

◆
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

元
々
内
科
を
志
し
て
い
た
私
は
、
救
急
部

研
修
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
症
例
が
来

院
し
た
場
合
に
手
も
足
も
出
せ
な
く
な
る

だ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
い
く
つ
か

挙
が
っ
た
例
の
内
に
眼
科
は
あ
り
ま
し
た
。

い
ざ
眼
科
を
ロ
ー
テ
ー
ト
し
て
み
る
と
、
そ

の
魅
力
、
幅
の
広
い
診
療
が
求
め
ら
れ
る

中
、
一
貫
と
し
て
突
出
し
た
専
門
性
を
売

り
に
す
る
眼
科
に
惹
か
れ
入
局
に
至
り
ま

し
た
。
上
級
医
か
ら
の
熱
烈
な
歓
迎
が
あ
っ

た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
ど
の
よ
う
な
眼
科
医
を
目
指
す
か

も
ち
ろ
ん
上
級
医
の
よ
う
な
患
者
目
線
で

診
療
が
行
え
る
医
師
に
な
る
の
が
目
標
で

す
。
た
だ
も
っ
と
理
想
を
言
え
ば
患
者
目

線
だ
け
で
な
く
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
目
線
や
、

他
科
の
ド
ク
タ
ー
の
目
線
な
ど
、
多
角
的

な
方
向
か
ら
物
事
を
見
た
際
に
、
そ
れ
に

折
り
合
い
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
広
い
視

野
と
手
札
を
持
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

福井大学 眼科

山田雄貴

New
Doctor

◆
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

小
学
生
の
頃
に
屈
折
異
常
弱
視
で
眼
科
に

通
っ
て
い
た
私
は
、
数
カ
月
に
１
回
の
受
診

の
た
び
に
、
い
つ
か
は
自
分
が
診
察
す
る

側
に
回
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
医
学

生
時
の
ポ
リ
ク
リ
で
初
め
て
硝
子
体
手
術

を
見
学
し
た
際
に
、
網
膜
硝
子
体
の
美
し

さ
に
心
を
奪
わ
れ
、
研
修
医
で
眼
科
を
ロ
ー

テ
ー
ト
し
、
医
局
の
居
心
地
の
良
さ
を
体

感
し
て
、
迷
う
こ
と
な
く
眼
科
入
局
を
決

意
し
ま
し
た
。

◆
研
修
内
容
、
今
後
に
つ
い
て

い
ざ
眼
科
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
み
る
と
、

そ
の
奥
深
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。
外

来
診
療
で
は
、
診
断
に
苦
慮
す
る
症
例
に

出
会
う
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
周
り
の

先
生
方
の
力
を
借
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
手
術
で
は
、
な
か
な
か
手
技
が
お

ぼ
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の

都
度
指
導
医
の
先
生
に
的
確
な
助
言
を
頂

い
て
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
上
達

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
何
か
の
分

野
で
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
眼

科
医
に
な
り
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
今

は
目
の
前
の
症
例
に
手
一
杯
の
状
態
で
す
。

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
を
丁
寧
に
診
て
、
着

実
に
成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

New
Doctor

福井大学 眼科

盛岡正和

◆
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

ス
リ
ッ
ト
や
眼
底
鏡
を
使
い
な
が
ら
自
分

自
身
で
所
見
を
と
り
、
さ
ら
に
最
新
の
機

材
を
用
い
て
診
断
を
し
、
そ
の
上
自
分
で
手

術
し
て
治
療
ま
で
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
職

人
的
で
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

◆
現
在
の
研
修
内
容

外
来
で
は
、
主
にOCT

や
眼
底
写
真
と
いっ
た

検
査
を
し
た
り
、
院
内
の
他
科
か
ら
の
対
診
を

診
た
り
し
て
い
ま
す
。
病
棟
で
は
、
緑
内
障
や

網
膜
疾
患
、
角
膜
疾
患
な
ど
様
々
な
疾
患
を

患
っ
た
患
者
さ
ん
を
受
け
持
って
日
々
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
業
務

も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
先
輩
方
に
色
々

と
教
わ
り
な
が
ら
仕
事
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

◆
今
特
に
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

研
究
の
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

頑
張
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
様
々
な
先
生
方
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
今
後
の
目
標

診
察
す
る
際
、
先
輩
の
先
生
方
に
は
私
が
見

え
な
か
っ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
見
え
て
い
る

こ
と
に
日
々
驚
い
て
お
り
ま
す
。
適
当
な
診

察
に
な
ら
な
い
よ
う
日
々
、
心
掛
け
な
が
ら
、

少
し
で
も
多
く
の
所
見
を
と
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

金沢大学 眼科

佐々木充

New
Doctor

◆
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

元
々
、
手
先
は
器
用
な
方
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
手
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
し
た
。

学
生
時
代
の
実
習
で
初
め
て
網
膜
硝
子
体

手
術
を
見
学
し
た
際
、
眼
の
中
が
ま
る
で

宇
宙
の
よ
う
に
見
え
、
そ
の
美
し
さ
に
魅

せ
ら
れ
ま
し
た
。
眼
は
小
さ
な
臓
器
で
す

が
緻
密
で
繊
細
で
奥
が
深
く
、
専
門
性
が

高
い
こ
と
に
も
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

◆
現
在
の
研
修
内
容

入
院
患
者
さ
ん
の
診
察
や
手
術
助
手
、
外

来
業
務
で
の
予
診
や
検
査
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
特
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

今
は
目
の
前
の
仕
事
を
一
つ
一
つ
こ
な
す
の

に
精
一
杯
で
、
覚
え
る
べ
き
こ
と
や
学
ぶ
べ

き
こ
と
が
尽
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
担
当

患
者
さ
ん
が
「
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
、
あ
り
が
と
う
。」
と
退
院
時
に
笑
顔
で

仰
る
と
き
、
眼
科
医
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
ま
す
。

ま
た
、
他
科
か
ら
の
診
察
依
頼
が
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
よ
り
も
多
く
、
初
期
研
修

で
様
々
な
科
を
ロ
ー
テ
ー
ト
し
た
経
験
を

日
々
の
診
療
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

少
し
で
も
早
く
一
人
前
の
眼
科
医
に
な
れ

る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

金沢大学 眼科

前田悠紀

New
Doctor



F R E S H E R S 明日の眼科医を目指して日夜頑張っている
研修医のみなさんを紹介しています。

◆
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け
。

学
生
時
代
の
実
習
で
顕
微
鏡
を
用
い
た
診

察
や
手
術
に
興
味
を
も
ち
、
臨
床
研
修
で

実
際
に
患
者
さ
ん
を
受
け
持
つ
こ
と
で
眼

科
の
奥
深
さ
、
専
門
性
の
高
さ
に
感
銘
を

受
け
入
局
を
決
め
ま
し
た
。
医
局
の
雰
囲

気
も
明
る
く
、
先
生
方
に
温
か
く
迎
え
て

い
た
だ
い
た
事
も
印
象
的
で
し
た
。

◆
現
在
の
研
修
内
容

大
学
病
院
で
は
主
に
外
来
で
の
予
診
検
査

や
受
け
持
ち
患
者
さ
ん
の
診
察
や
手
術
助

手
を
行
っ
て
い
ま
す
。
関
連
病
院
で
も
外

来
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
症

例
に
触
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
周
り
の
先
生

方
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
充
実
し
た
研
修
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
今
後
に
つ
い
て

ま
ず
は
日
々
の
診
療
を
通
し
て
眼
科
全
般

の
様
々
な
症
例
を
経
験
し
、
手
技
や
診
察

能
力
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。
最
近
は

研
究
テ
ー
マ
も
い
た
だ
き
、
や
り
た
い
こ

と
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
忙
し
い
毎
日
で
す

が
、
一
つ
一
つ
形
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
尊
敬
す
る
先
生
方
の
よ
う
な
立
派

な
眼
科
医
に
な
れ
る
よ
う
精
進
致
し
ま
す

の
で
、
今
後
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

金沢大学 眼科

大嶋芳美

New
Doctor

◆
眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

金
沢
医
科
大
学
眼
科
に
入
局
し
ま
し
た
國

正
茜
で
す
。

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
細
か
い
作
業
を

す
る
の
が
好
き
で
、
学
校
の
科
目
で
も
手

先
を
使
う
よ
う
な
美
術
や
技
術
の
授
業
が

好
き
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
将
来
自
分
が
就
く
仕
事
も
何

か
手
先
を
使
っ
て
技
術
を
身
に
付
け
る
よ

う
な
仕
事
が
い
い
な
と
考
え
て
お
り
、
研

修
で
眼
科
を
周
り
、
手
術
に
感
動
し
て
眼

科
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

◆
現
在
の
研
修
内
容
、
今
後
の
目
標

に
つ
い
て

今
は
、
毎
日
目
の
前
の
こ
と
を
こ
な
し
て

い
く
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、
ま
だ
先
の
こ
と

は
し
っ
か
り
と
考
え
ら
え
て
い
な
い
の
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
知
識
や
技
術

を
身
に
付
け
て
少
し
で
も
多
く
の
患
者
さ

ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

金沢医科大学 眼科

國正　茜

New
Doctor

富山大学 眼科

新田康人

New
Doctor◆

眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

私
は
元
々
、
杏
林
大
学
脳
神
経
外
科
に
入

局
宣
言
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
と
し
た

理
由
で
、
金
沢
の
病
院
で
研
修
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
眼
科
の
研
修

を
し
た
際
、
白
内
障
手
術
や
硝
子
体
手
術

や
緑
内
障
手
術
な
ど
、
数
多
く
の
眼
科
の

手
術
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
神

秘
的
に
感
じ
た
の
で
、
眼
科
医
に
な
ろ
う

と
決
意
し
ま
し
た
。

◆
現
在
の
研
修
内
容

外
来
業
務
は
主
に
硝
子
体
手
術
や
白
内

障
手
術
の
術
後
のfollow

を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
手
術
は
上
級
医
の
助
手
に
入
ら

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
病
棟
で
は
入

院
患
者
の
診
察
やIC

を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

◆
今
特
に
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
、
今
後

の
目
標

教
授
か
ら
臨
床
眼
科
学
会
の
発
表
の
テ
ー

マ
を
頂
い
た
の
で
、
日
々
、
文
献
や
デ
ー
タ

処
理
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
眼

科
の
執
刀
医
に
な
る
日
を
夢
見
て
、
日
々

精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

New
Doctor◆

眼
科
を
選
択
し
た
き
っ
か
け

富
山
大
学
の
先
生
方
は
、
と
て
も
仕
事
に
熱

心
で
あ
り
、
誰
で
も
気
兼
ね
な
く
質
問
で
き

る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
で
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、
若
手
の
先
生
方
が
す
で
に
何
度

も
執
刀
さ
れ
て
お
り
、
外
来
で
は
笑
顔
で
診

療
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
憧
れ
た
か
ら
で
す
。

◆
現
在
の
研
修
内
容

外
来
で
は
患
者
さ
ん
の
診
察
を
し
、
治
療
計
画

を
た
て
、
実
際
にYAG

やPRP

やLI

な
ど
の

レ
ー
ザ
ー
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
手
術
日

に
は
執
刀
医
と
な
り
、
眼
球
内
容
除
去
術
や
、

白
内
障
手
術
を
完
投
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

日
々
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

◆
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

白
内
障
手
術
で
す
。
自
分
の
執
刀
が
あ
る
前

日
は
不
安
で
寝
付
き
が
悪
い
で
す
が
、
手
術

が
上
手
く
い
っ
た
時
の
達
成
感
と
患
者
さ
ん
の

笑
顔
を
見
る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
手
術
書
を
読
み
、
豚
眼
で
練
習
し
、

上
手
い
先
生
方
の
手
術
を
見
な
が
ら
、
い
ろ
ん

な
技
術
を
盗
ん
で
参
考
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
今
後
の
眼
科
医
と
し
て
の
目
標

具
体
的
な
目
標
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
分
も
そ
う
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、

後
輩
に
優
し
く
責
任
を
持
っ
て
指
導
し
、
将

来
は
何
か
専
門
分
野
を
も
っ
て
多
方
面
か
ら

頼
ら
れ
る
眼
科
医
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

富山大学 眼科

高田雄太



　

金
沢
医
科
大
学
病
院
で
は
3
焦
点IOL

のFine vision

、
2
焦
点IOL
のAM

O
社

製TECNIS M
ULTIFOCAL

（
近
見
加
入

度
数
：+4.00D 

、+3.25D

、+2.75D
）、

Sym
fony

、Alcon

社

製AcrySof IQ
 

ReSTO
R

（+3.00D

）、HOYA

社

製

AF-1 iSii

（+3.00D

）
を
使
用
し
て
い
る
。

適
応
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
は
角
膜
乱
視
の

有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
術
後-1.0D

以
上
の
乱

視
が
残
ら
な
い
よ
う
にIOL

を
選
択
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
現
在
当
院
採
用IOL

で

乱
視
矯
正
で
き
る
の
はFine Vision

の
み
と

な
る
た
め
、
残
余
乱
視
が-1.0D

以
上
の
場

合
に
はFine vision

を
勧
め
て
い
る
。
術
後

に
ど
の
距
離
を
見
る
こ
と
が
多
い
か
に
よ
っ

てIOL

を
選
択
す
る
が
、
全
距
離
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
見
た
い
場
合
はFine Vision

あ
る
い

は
近
方
加
入
度
数
の
異
な
る
2
焦
点
の
組
み

合
わ
せ
を
勧
め
て
い
る
。
遠
方
重
視
で
あ
れ

ば
、
低
加
入
度
数
の
2
焦
点
が
良
い
。
夜
間

運
転
や
遠
方
重
視
で
あ
り
、
細
か
い
物
に
つ

い
て
は
近
用
眼
鏡
装
用
す
る
こ
と
を
了
解
さ

れ
れ
ば
、Sym

fony

を
使
う
こ
と
が
増
え
て

い
る
。
術
後
屈
折
誤
差
を
最
小
に
す
る
た
め
、

術
前
検
査
は
3
回
以
上
行
い
、
複
数
の
度
数

計
算
式
の
結
果
か
らIOL

パ
ワ
ー
を
決
定
し

て
い
る
。
瞳
孔
径
、
高
次
収
差
は
術
後
結
果

へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
必
ず
測
定
す
べ

き
で
あ
る
。
ト
ー
リ
ッ
ク
軸
は
角
膜
後
面
乱

視
の
影
響
を
考
慮
し
た
上
で
決
定
し
、
切
開

位
置
お
よ
び
挿
入
軸
ず
れ
を
最
小
限
度
に
抑

え
る
た
めVERION
を
使
用
し
て
い
る
。

多焦点眼内
レンズの

使用選択について

石川

金沢医科大学　眼科学講座

北  舞

診 療 の コ ツ



　
当
院
で
は
蛍
光
眼
底
造
影
検
査
に
、
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
グ
社
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
リ
ス

（HRA+OCT

）
を
用
い
て
い
ま
す
。
画

像
が
眼
底
カ
メ
ラ
型
よ
り
鮮
明
で
、
フ
ル

オ
レ
セ
イ
ン
蛍
光
眼
底
造
影
と
イ
ン
ド
シ

ア
ニ
ン
グ
リ
ー
ン
蛍
光
眼
底
造
影
の
両
方

を
撮
影
で
き
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
つ
け

れ
ば
広
角
撮
影
も
可
能
で
便
利
で
す
。
ま

た
造
影
検
査
中
に
気
に
な
る
部
位
が
あ
れ

ば
、
そ
の
部
分
をOCT

で
撮
影
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
病
態
の
把
握
に
有
用
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
にEnhanced depth 

im
aging

モ
ー
ド
を
用
い
れ
ば
、
脈
絡
膜

厚
の
解
析
も
で
き
ま
す
し
、
眼
底
自
発
蛍

光
も
撮
れ
る
な
ど
非
常
に
多
機
能
な
機
器

で
す
。
フ
ル
オ
レ
セ
イ
ン
は
静
脈
注
射
後

の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
、
イ
ン
ド
シ
ア
ニ

ン
グ
リ
ー
ン
は
ヨ
ウ
素
が
含
ま
れ
て
い
る

の
で
ヨ
ー
ド
ア
レ
ル
ギ
ー
が
な
い
か
既
往

歴
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

　
検
査
後
の
治
療
に
、
抗VEGF

薬
や
ス

テ
ロ
イ
ド
薬
の
硝
子
体
注
射
を
行
う
機
会

が
増
え
ま
し
た
が
、
当
院
で
は
硝
子
体
内

注
射
ガ
イ
ド
を
用
い
る
こ
と
で
、
よ
り
安

全
で
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
治
療
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

蛍光眼底造影と
硝子体内注射

福井

福井大学医学部　眼科学教室

松村  健大

診 療 の コ ツ



地 域 医 療 最 前 線 Regional Medical Frontier 地域医療の最前線で活躍されている眼科医師に現在の診察状況についてお聞きしました。

外
来
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介

　
医
師
1
名
、
視
能
訓
練
士
2
名
（
う
ち

1
名
は
平
成
29
年
4
月
か
ら
産
休
中
）、

看
護
師
1
名
、
医
療
事
務
1
名
で
す
。
そ

の
他
金
沢
医
科
大
学
佐
々
木
洋
教
授
の

外
来
（
予
約
の
み
）
が
水
曜
日
に
、ま
た
、

金
沢
医
科
大
学
柴
田
奈
央
子
先
生
の
外

来
が
月
曜
日
午
前
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

視
能
訓
練
士
の
応
援
が
火
曜
日
、
金
曜
日

に
門
前
診
療
所
か
ら
木
曜
日
、
土
曜
日
に

金
沢
医
科
大
学
か
ら
あ
り
ま
す
。

診
療
実
績
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
の
外
来
の
べ
患
者
数
は

９
２
８
６
人
で
し
た
。
手
術
件
数
は
総

数
で
６
１
２
件
、
内
白
内
障
５
７
３
件
、

眼
瞼
下
垂
12
件
、
眼
瞼
内
反
症
6
件
、

結
膜
弛
緩
7
件
、
翼
状
片
7
件
そ
の
他

6
件
で
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

　

白
内
障
術
前
検
査
の
た
め
の
検
査
機

器
は
、
こ
の
規
模
の
地
方
病
院
と
し
て

は
揃
っ
て
お
りIO

L

マ
ス
タ
ー
、Ａ
モ
ー

ド
を
は
じ
め
、
ウ
ェ
ー
ブ
フ
ロ
ン
ト
ア

ナ
ラ
イ
ザ
ー
（
１
Ｗ
）
や
前
眼
部O

C
T

（
カ
シ
ア
）、
両
眼
開
放
レ
フ
な
ど
が
あ

り
金
沢
医
科
大
学
病
院
に
迫
る
ほ
ど
充

実
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
機
器
を
用
い
て
術
後
の
見

え
方
が
よ
り
御
希
望
に
沿
え
る
よ
う
、

よ
り
精
度
の
高
い
眼
内
レ
ン
ズ
選
び
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

眼
科
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介

　

常
勤
医
師
４
名
、
視
能
訓
練
士
５
名
、

看
護
師
３
名
、
医
療
ク
ラ
ー
ク
３
名
、
医
療

事
務
２
名
の
計
17
名
で
す
。
棚
橋
が
網
膜

硝
子
体
手
術
と
角
膜
移
植
を
、
新
田
が
緑

内
障
と
斜
視
弱
視
、
眼
瞼
手
術
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
ま
た
非
常
勤
で
金
沢
大
学
杉
山
和

久
教
授
に
難
治
性
緑
内
障
の
、
杉
本
陽
子

医
師
に
加
齢
黄
斑
変
性
の
診
療
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

診
療
実
績
に
つ
い
て

　
2
0
1
6
年
の
外
来
患
者
数
は

２
３
０
２
０
人
、
入
院
患
者
数
は
７
３
７
人
、

手
術
は
白
内
障
手
術
１
１
６
４
件
、
網
膜
硝

子
体
手
術
１
８
５
件
、
緑
内
障
手
術
１
３
７

件
、
斜
視
手
術
26
件
、
角
膜
移
植
20
件
で
し

た
。
抗
V
E
G
F
の
延
注
射
数
は
約
８
０
０

件
で
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

　
ト
ー
リ
ッ
クIOL

挿
入
を
術
中
に
ア
シ
ス

ト
す
るVERION

を
導
入
し
、
白
内
障
手

術
時
に
積
極
的
に
乱
視
矯
正
を
し
て
い
ま

す
。
硝
子
体
手
術
は
症
例
に
よ
っ
て
25
ゲ
ー

ジ
と
27
ゲ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
を
使
い
分
け
て
い

ま
す
。
緑
内
障
手
術
は
ミ
ニ
チ
ュ
ー
ブ
シ
ャ

ン
ト
手
術
を
積
極
的
に
行
い
、
近
年
手
術
件

数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
で
長

期
に
渡
り
視
野
、
眼
圧
、
眼
底
の
変
化
等
を

デ
ー
タ
ー
管
理
し
、
多
数
の
緑
内
障
研
究

を
報
告
し
て
い
ま
す
。
角
膜
移
植
は
全
層
以

外
に
も
内
皮
移
植
な
ど
の
パ
ー
ツ
移
植
を
し

て
い
ま
す
。「
患
者
さ
ん
の
立
場
で
考
え
る
」

と
い
う
病
院
の
基
本
理
念
と
恵
ま
れ
な
い

人
々
へ
の
「
済
生
の
心
」
で
社
会
貢
献
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

福井県済生会病院
〒918-8503 福井県福井市和田中町舟橋 7番地 1
TEL.0776-23-1111

穴水総合病院
〒927-0027 石川県鳳珠郡穴水町字川島タ-8
TEL.0768-52-0511

医師：棚橋 俊郎、新田 耕治、立花 学、山田 祐太朗

医師：有本 淳
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外
来
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介

　

常
勤
医
５
名
、
非
常
勤
医
１
名
、
Ｏ

Ｒ
Ｔ
８
名
、
看
護
師
３
名
、
外
来
ク
ラ
ー

ク
３
名
、
事
務
４
名
で
頑
張
っ
て
ま
す
。

診
療
実
績
、
治
療
実
績
に
つ
い
て

　
外
来
患
者
数
は
約
１
０
０
名
／
日
、
手

術
件
数
は
手
術
室
２
５
２
６
件
、
外
来

処
置
室
１
３
３
０
件
で
す
。
内
訳
は
白

内
障
手
術
１
７
７
５
件
、
緑
内
障
手
術

82
件
、
網
膜
硝
子
体
手
術
３
８
５
件
で

し
た
。

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

　

眼
科
に
お
け
る
外
科
治
療
を
柱
と
し

て
多
数
の
手
術
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

角
膜
移
植
、
近
視
矯
正
手
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｌ

な
ど
）、
眼
形
成
手
術
、
斜
視
手
術
、
多

焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
手
術
、
緑
内
障
手
術

（
ロ
ン
グ
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
）
も
行
っ
て
い

ま
す
。
２
年
前
に
先
進
医
療
棟
が
建
設

し
、
ア
イ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

３
Ｄ
に
よ
る
眼
科
手
術
も
行
え
る
よ
う

に
整
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
難
治
性
白

内
障
に
お
け
る
嚢
内
リ
ン
グ
の
使
用
や

眼
内
レ
ン
ズ
強
膜
内
固
定
術
、
黄
斑
疾

患
に
お
け
る
内
境
界
膜
手
術
に
関
し
て

は
、
臨
床
研
究
を
行
い
つ
つ
全
国
的
な

発
表
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
来
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介

　
黒
部
市
民
病
院
眼
科
ス
タ
ッ
フ
は
、
医

師
1
名
、
外
来
看
護
師
１
名
、
視
能
訓
練

士
2
名
、
医
師
事
務
保
管
補
助
者
2
名
、

医
療
事
務
1
名
で
す
。

診
療
実
績
、
治
療
実
績
に
つ
い
て

　
外
来
患
者
数
は
50
人
程
で
、
多
い
日
だ

と
60
人
を
超
え
て
き
ま
す
。
手
術
日
は
毎

週
火
曜
と
第
1
、
第
2
、
第
5
水
曜
日
に

主
に
白
内
障
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
月
1
回
月
曜
日
に
硝
子
体
手
術
日
が

あ
り
ま
す
。

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

　

黒
部
市
民
病
院
で
は
2
0
1
7
年
4

月
か
ら
硝
子
体
手
術
機
器
で
あ
る
E
V
A

を
導
入
し
、
硝
子
体
手
術
を
行
え
る
環
境

と
な
り
ま
し
た
。
富
山
大
学
の
林
教
授
に

硝
子
体
手
術
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
当
院
の
眼
科
外
来
に
は
オ
プ
ト
ス

社
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
が
あ
り
、
F
A
、

I
A
の
他
、
F
A
F
画
像
も
撮
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
外
来
で
大
変
重
宝
し
て
い
ま

す
。
抗
V
E
G
F
薬
の
硝
子
体
内
注
射
は

外
来
で
行
っ
て
お
り
、
加
齢
黄
斑
変
性
症

な
ど
の
眼
底
疾
患
の
治
療
に
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
第
1
、
3
水
曜
日
の
午
後
に
は

富
山
大
学
の
東
條
先
生
に
よ
る
緑
内
障
専

門
外
来
、
第
2
、
4
水
曜
日
の
午
後
に
は

富
山
大
学
の
宮
腰
先
生
に
よ
る
角
膜
専
門

外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

黒部市民病院
〒938-8502 富山県黒部市三日市 1108-1
TEL.0765-54-2211

福井赤十字病院
〒918-8501福井県福井市月見 2丁目4 番1号
TEL.0776-36-3630

医師：矢合 隆昭

医師：小堀 朗、蒔田 潤、李 相沅、市岡 悠、河合 健太郎
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［講演会スケジュール］ 2017年 8月～e y e  l i n k

富

山

日　程 会　名 場　所 時　間 演　者

2017 年
9月 9日（土）

第106回 富山大学眼科臨床
カンファレンス

富山国際会議場
（会議室203/204） 18:30～ 20:30 鹿嶋友敬 先生（かしま眼科形成外科クリニック）

若倉雅登 先生（井上眼科病院）
2017 年
10月21日（土） 第40回 とやま眼科学術講演会 ANAクラウンプラザホテル

富山 3階　『鳳の間』 18:30～ 20:30 角田和繁 先生（国立病院機構東京医療センター）
白石　敦 先生（愛媛大学）

2017 年
10月29日（日） 第77回 富山眼科集談会 富山国際会議場

（会議室203/204） 13:00～ 16:30 前田直之 先生（湖崎眼科）

2018 年
1月 13 日（土）

第107回 富山大学眼科臨床
カンファレンス

富山国際会議場
（会議室203/204） 18:30～ 20:30 横山　連 先生（大阪市立総合医療センター小児医療センター）

三村　治 先生（兵庫医科大学）
2018 年
6月 3日（日） 第78回 富山眼科集談会 富山国際会議場

（会議室203/204） 13:00～ 16:30 未定

福
　
井

日　程 会　名 場　所 時　間 演　者

2017 年
9月 2日（土）

福井大学眼科同窓会学術
研究会 福井商工会議所 14:00～17:00

2017 年
9月 2日（土） 福井県眼科集談会 福井商工会議所 18:00～ 21:00 山本修一 先生（千葉大学 )

2017 年
12 月 9日（土） 福井県年忘れ眼科勉強会 フェニックスホテル 18:00～ 20:00 下村喜一 先生（近畿大学 )

篠田　啓 先生（埼玉医科大学）
2018 年
1月 13 日（土） 福井県眼科集談会 福井商工会議所 18:00～ 21:00 福田　憲 先生（高知大学）

柏木賢治 先生（山梨大学）
2018 年
3月 24 日（土） 北陸眼疾患シンポジウム 福井商工会議所 18:00～ 21:00 後藤　浩 先生（東京医科大学）

新家　眞 先生（関東中央病院）
2018 年
5月 13 日（日） 福井県眼科学術講演会 フェニックスホテル 18:00～ 21:00 未定

石

川

日　程 会　名 場　所 時　間 演　者

2017 年
8月 26 日（土）

第3回 石川県眼科医会眼鏡＆
CLセミナー ホテル日航金沢 18:00～ 飯高嘉和 先生（㈱ニコン・エシロール）

半田知也 先生（北里大学）

2017 年
9月 24 日（日）

第11回 北陸オフサルミック
フォーラム ホテル金沢 13:00～15:00

有田玲子 先生（伊藤医院）
鈴木久晴 先生（日本医科大学武蔵小杉病院）
本庄　恵 先生（東京大学）
南場研一 先生（北海道大学）

2017 年
11月19日（日） 第37回 金沢医科大学眼科研究会 金沢市文化ホール　

大集会室 13:00～ 森　和彦 先生（京都府立医科大学）

2017 年
12月17日（日） 第340回 金沢眼科集談会 金沢ニューグランド

ホテル 13:00～ 岩瀬愛子 先生（たじみ岩瀬眼科 )
松本長太 先生（近畿大学 )

2018 年
4月 8日（日） 第341回 金沢眼科集談会 ホテル日航金沢 10:00～

佐々木洋 先生（金沢医科大学 )
林　篤志 先生（富山大学）
稲谷　大 先生（福井大学）

2018 年
5月 9日（水）
～ 12日（土）

23rd International Visual Field 
& Imaging Symposium
(第23回 国際視野画像学会)

石川県立音楽堂 会長：杉山和久 先生（金沢大学）
会長：岩瀬愛子 先生（たじみ岩瀬眼科）

2018 年
5月 12 日（土）
～ 13日（日）

第7回 日本視野学会学術集会 石川県立音楽堂 会長：大久保真司 先生（おおくぼ眼科クリニック・金沢大学）

2018 年
7月 20 日（金）
～ 22日（日）

第57回 日本白内障学会総会
（第44回 水晶体研究会 合同
開催）

石川県立音楽堂 会長： 久保江理 先生（金沢医科大学）

2018 年
11 月 3日（土）
～ 4日（日）

第36回 日本眼腫瘍学会 金沢市アートホール 会長：高比良雅之 先生（金沢大学）

光学式眼軸長測定装置

フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現

光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置光学式眼軸長測定装置

フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現フーリエドメイン OCT 技術により、高速・高感度測定を実現

OA-2000

H29.7


